[bookmark: _nao75uc6vt67]臭気・騒音発生作業確認書

依頼者　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と、作業業者　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、乙が甲の依頼に基づき実施する清掃、洗浄、除去、消毒その他これらに付随する作業（以下「本作業」という。）に伴い発生する可能性のある臭気、騒音及び振動等について、次のとおり確認する。

[bookmark: _1eh2usnkjkj7]第1条（目的）
本確認書は、本作業において使用する洗剤、薬剤、機械、器具等により臭気、騒音又は振動等が発生する可能性について甲乙間の認識を明確にし、建物の利用者、入居者、近隣住民その他の第三者への影響及び作業上の注意事項を事前に確認することにより、円滑かつ安全な作業の実施及びトラブルの防止を図ることを目的とする。

[bookmark: _a04myijzeiw9]第2条（対象作業）
本確認書の対象となる作業は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	作業場所
	

	建物・施設名
	

	作業箇所
	□ 共用部　□ 専有部　□ 床　□ 外壁　□ 水回り　□ その他

	作業内容
	□ 清掃　□ 洗浄　□ 剥離　□ ワックス　□ 消毒　□ 高圧洗浄　□ その他

	作業予定日
	年　　月　　日

	作業予定時間
	時　　分 ～ 　　　時　　分



[bookmark: _81iyihyorhgg]第3条（臭気等の発生）
1. 甲は、本作業において使用する洗剤、洗浄剤、剥離剤、ワックス、消毒剤、溶剤その他の薬剤等により、一時的に臭気が発生する場合があることを確認する。
2. 臭気の種類及び強さは、使用する薬剤等の種類、使用量、作業方法、作業場所の広さ、換気状況、温度、湿度その他の環境条件によって異なる場合がある。
3. 臭気が作業箇所以外の共用部分、隣接室、他の階、屋外その他の場所へ広がる可能性があることを甲は確認する。
4. 乙は、使用する薬剤等について、その用途及び使用方法に従い、合理的に必要な範囲で臭気の発生及び拡散の抑制に努めるものとする。

[bookmark: _33dzfdb9l6ax]第4条（騒音及び振動の発生）
1. 甲は、本作業において、掃除機、ポリッシャー、高圧洗浄機、送風機、集じん機、床洗浄機その他の機械又は器具を使用することにより、作動音、衝撃音、摩擦音その他の騒音が発生する場合があることを確認する。
2. 本作業の内容によっては、床、壁、天井その他の建物構造部分を通じて振動又は音が伝わる場合がある。
3. 騒音及び振動の程度は、機械の種類、使用時間、作業方法、建物の構造及び周辺環境等によって異なる。
4. 乙は、作業の安全性及び効率性を確保しつつ、合理的に可能な範囲で騒音及び振動の低減に努めるものとする。

[bookmark: _65opm5smu6fp]第5条（使用薬剤及び機械の確認）
本作業に使用する主な薬剤及び機械等は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	使用薬剤名
	

	使用目的
	

	主な使用機械
	

	臭気発生の可能性
	□ あり　□ なし　□ 未確認

	騒音発生の可能性
	□ あり　□ なし　□ 未確認

	振動発生の可能性
	□ あり　□ なし　□ 未確認

	特記事項
	


乙は、使用する薬剤及び機械について、法令、製品表示、取扱説明書及び安全データシート等に従い、適切に取り扱うものとする。

[bookmark: _io4fccramiqx]第6条（作業時間及び実施条件）
1. 乙は、第2条に定める作業予定時間を原則として遵守するものとする。
2. 甲乙は、建物の利用状況、施設の営業時間、入居者の生活環境、近隣への影響等を考慮し、必要に応じて作業時間帯を調整するものとする。
3. 作業の進行状況、設備の状態その他やむを得ない事情により作業時間を変更する必要が生じた場合、乙は速やかに甲へ連絡し、協議のうえ対応する。
4. 法令、条例、管理規約その他の規則により作業時間又は騒音等に制限がある場合、甲乙はこれを遵守するものとする。

[bookmark: _ljfz43bhn4xd]第7条（換気及び臭気拡散防止措置）
1. 乙は、薬剤等の使用に伴う臭気及び有害な蒸気等の発生状況に応じて、適切な換気、作業区域の区分、使用量の管理その他必要な措置を講じるものとする。
2. 甲は、乙が安全な作業環境を確保するために必要とする換気設備、窓、扉その他の設備について、合理的な範囲で使用に協力するものとする。
3. 換気設備の不具合、建物構造上の制約その他の事情により十分な換気が確保できない場合、乙は必要に応じて作業方法の変更、一時中断その他の安全措置を講じる。
4. 乙は、使用薬剤の混合による有害ガスの発生その他の危険を防止するため、製品の使用上の注意事項を遵守するものとする。

[bookmark: _heygoo6qggkl]第8条（施設利用者及び近隣への周知）
1. 甲は、本作業に伴い臭気、騒音又は振動等が発生する可能性について、必要に応じて施設利用者、入居者、テナント、近隣住民その他の関係者に事前周知を行うものとする。
2. 前項の周知方法、周知範囲及び実施時期については、甲乙協議のうえ定めるものとする。
3. 乙は、甲が周知を行うために必要な作業内容、予定時間、発生が予想される臭気又は騒音等に関する情報を合理的な範囲で提供する。
4. 甲乙は、施設の管理規約、使用細則その他の規則に従い、必要な届出、申請又は承認手続を行うものとする。

[bookmark: _a998rkhjdu96]第9条（健康及び安全への配慮）
1. 乙は、本作業において使用する薬剤、機械等の危険性及び有害性を確認し、関係法令に従って必要な安全対策を実施するものとする。
2. 甲は、施設内に臭気、騒音又は薬剤等の影響を受けやすい利用者がいることを把握している場合、個人情報の保護に配慮しつつ、作業上必要な情報を乙に提供するものとする。
3. 乙は、作業中に体調不良、異常な臭気、過度な騒音その他の安全上の問題が確認された場合、状況に応じて作業を中断し、換気、避難、関係者への連絡その他必要な措置を講じるものとする。
4. 本確認書は、法令上必要な安全措置又は乙の安全配慮に関する責任を免除するものではない。

[bookmark: _qzzypiuolt9t]第10条（臭気及び騒音に関する苦情対応）
1. 本作業に伴う臭気、騒音又は振動等について、施設利用者、入居者、近隣住民その他の第三者から苦情又は問い合わせがあった場合、甲乙は速やかに情報を共有するものとする。
2. 乙は、苦情の内容及び発生状況を確認し、必要に応じて作業方法の変更、機械の使用停止、換気の強化、作業時間の調整その他合理的な対応を検討する。
3. 苦情の原因及び責任の所在については、作業内容、発生状況、関係資料その他の事情を踏まえ、甲乙協議のうえ判断するものとする。
4. 苦情の発生のみをもって、当然に乙の契約違反又は過失が認められるものではない。ただし、乙の作業方法に不備がある場合又は関係法令等に違反している場合は、この限りでない。

[bookmark: _k9x78mp28zzl]第11条（作業の中断及び変更）
1. 乙は、臭気、騒音又は振動等により、施設利用者の安全、健康又は建物の管理運営に重大な影響が生じるおそれがある場合、必要な範囲で本作業を一時中断することができる。
2. 作業方法、使用薬剤、使用機械又は作業時間等の変更が必要となった場合、乙は原則として事前に甲へ説明し、その承諾を得るものとする。ただし、緊急の安全確保に必要な措置については、この限りでない。
3. 前項の変更により追加費用又は工期の変更が生じる場合、甲乙はその原因及び必要性を確認し、別途協議のうえ定めるものとする。
4. 乙の責めに帰すべき事由によって必要となった是正措置については、原則として乙の負担により実施するものとする。

[bookmark: _2frauebipmuv]第12条（損害発生時の対応）
1. 本作業に伴う臭気、騒音、振動又は薬剤等の影響により、甲又は第三者に損害が発生した場合、甲乙は速やかに状況を確認し、被害の拡大防止に努めるものとする。
2. 乙の故意又は過失その他乙の責めに帰すべき事由により損害が発生した場合、乙は法令及び当事者間の契約に従い、その責任を負うものとする。
3. 甲が提供した設備の不具合、甲の指示その他甲の責めに帰すべき事由により損害が発生した場合は、当該事情を考慮して責任及び費用負担を判断するものとする。
4. 甲乙双方に責任がある場合は、それぞれの帰責事由及び損害発生への寄与の程度を踏まえ、協議のうえ負担割合を定めるものとする。

[bookmark: _c0bfxs2v2tdy]第13条（作業完了後の確認）
1. 乙は、本作業の完了後、作業場所の状況を確認し、必要に応じて換気、機械及び薬剤の撤去、残留物の処理その他の措置を講じるものとする。
2. 甲は、作業完了後、臭気の残留状況、施設の利用状況その他必要な事項を確認することができる。
3. 作業完了後に臭気、騒音又は振動等に関する問題が判明した場合、甲乙は原因を確認し、必要な対応について協議するものとする。
4. 作業完了の確認は、その時点で発見できなかった不具合又は乙の責めに帰すべき損害について、甲の権利を放棄させるものではない。

[bookmark: _mbc9m3o05ag7]第14条（確認事項）
甲は、本作業の実施にあたり、次の事項について説明を受け、その内容を確認したものとする。
□ 洗剤、薬剤等の使用により臭気が発生する場合があること
□ 使用機械等により騒音又は振動が発生する場合があること
□ 臭気、騒音及び振動が周辺区域へ伝わる可能性があること
□ 発生する臭気及び騒音の程度は作業条件や建物環境により異なること
□ 必要に応じて換気、養生、作業区域の区分等を実施すること
□ 施設利用者及び近隣関係者への事前周知が必要となる場合があること
□ 苦情又は安全上の問題が発生した場合、作業を変更又は中断する場合があること
□ 作業内容の変更により追加費用又は工期変更が生じる場合があること
□ 損害発生時には原因及び責任の所在を確認し、適切に対応すること

[bookmark: _yqtdfqxropi5]第15条（他の契約との関係）
1. 本確認書は、甲乙間で締結された清掃業務委託契約書、建物管理業務委託契約書、作業請負契約書その他の関連契約（以下「原契約」という。）に付随する確認事項を定めるものとする。
2. 本確認書と原契約の内容に相違がある場合は、甲乙が別途明示的に合意した場合を除き、原契約の定めを優先するものとする。
3. 本確認書は、関係法令に基づく義務、第三者に対する責任その他法令上免除することのできない責任を排除するものではない。

[bookmark: _iacdohc298e5]第16条（協議事項）
本確認書に定めのない事項又は本確認書の解釈について疑義が生じた場合、甲乙は関係法令及び原契約の内容を踏まえ、誠意をもって協議し、円満な解決を図るものとする。

以上の内容について甲乙双方が確認し、本確認書を作成する。
















　　　　年　　　月　　　日

甲（依頼者）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名又は会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乙（作業業者）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　

